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高機能化マリンレーダーの開発

目的 フェーズドアレー技術の導入によりマリンレーダーの使い方に変革をもたらすシステムを提案

成果 近距離・高速移動体を対象とした小型フェーズドアレーレーダーのプロトタイプシステムを構築

LAN

主な特長

外観

現行マリンレーダー

開発構想

回転に要する
スペースが必要

マストの途中や船壁への
取り付けが可能

① 設置自由度の向上 ② 機能ブロック単位でアンテナを構成

配列の方向・数によって
アンテナ性能が変更可能

概要

 アンテナ～送受信機を積層構造で一体化
 アンテナ素子数：送受各576素子（X帯）
 全素子個別に位相・振幅制御が可能

適用想定

大型船舶の近距離監視

従来

将来

船壁に取り付けて死角に存在する
近傍の小型船との衝突を防止

自動航行のための海況把握

仰角方向のビーム先鋭化・走査
により海況・海面付近物体を把握

高速船向けの描画レート向上

電子走査化・多地点同時観測
による周囲監視の高速化

適用想定（発展系）

簡易型気象レーダー

小規模レーダーによる
多地点簡易気象観測

低高度飛翔体監視網

無人航空機のサービス活性
化に向けた航行ルール監視
もしくは衝突回避情報提供

（1.2 m×0.4 m×0.2 m）
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